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や科学システム事業部、データセン

ター事業グループ、クロスファンク

ショングループ等が一体となって、

ICTの利用において環境負担を軽減

する“グリーンof ICT”と、ICTを

活用して環境問題に貢献する“グリ

ーンby ICT”の両面で、低炭素社会

の実現に貢献するソリューションや

サービスの提供に注力している。

CTCの考え方はこうだ。「グリー

ン of ICTの実現には３つのアプロ

ーチが必要と考えています。その３

つとは、“ICTシステムの最適化”

“ファシリティ環境の改善”“グリー

ンなデータセンターの活用”であり、

図１に示す処方箋を用意していま

す。これら３つのアプローチはお客

様の状況に応じてどの領域から始め

てもよく、全体最適を視野にトータ

ルに対処できるというのがCTCの

強みです。」（田中部長）

昨年12月に開催された「第15回

国連気候変動枠組条約締約国会議

（COP15）」では、「ポスト京都議定

書」すなわち 2012年以降の国際的

な温暖化対策の枠組みに関する最終

合意は得られなかったもののICTの

重要性が再確認された。数年前より、

ICT自体の省エネ化とICTを活用す

ることによる環境負荷低減の両面か

らなるグリーンICTが脚光を浴びて

おり、最近では産業を横断する形の

スマートグリッドやスマートシティ

による低炭素社会の実現に向けた取

組みが加速している。

環境関連の取組みから新市場を創

出する機運が国際的にも高まりつつ

ある中、CTCは早くから手を打つ。

「2008年度より社内の事業グループ

横断のプロジェクトチームを発足さ

せ、ICTインフラの最適化に向けた

グリーンof ICTと、ICT活用による

環境貢献に向けたグリーンby ICT

の両面からなるグリーンICTソリュ

ーションの提供に向けた取組みを推

進してきました。」（IT ビジネス企

画推進室　田中匡憲部長）

CTCでは、情報通信事業グループ
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図1 CTCが提供するグリーンICTの3つの処方箋

全体最適を視野に、3つの
切り口で処方箋を用意

http://www.bcm.co.jp/


●ICTシステムの最適化

ICTインフラにおけるエネルギー

効率を改善する処方箋として、シス

テムの仮想化・統合化、省電力機器

の導入、ICT機器の運用改善といっ

た３つの要素に対応したソリュー

ションを用意している。

●ファシリティ環境の改善

ファシリティ環境の改善について

は、エアーフロー、空調、電源、ラ

ックなどの最適化が必要となる。こ

のためには単に設備側の観点でファ

シリティ要素を設計・構築するだけ

でなく、ICTを考慮したファシリティ

マネジメントが必要になる。CTC

では、環境測定から計画策定、実施、

運用後の継続的な制御までを最適化

するICTを考慮した総合的なサービ

スとして「 ITFM（ IT Facility

Management）」を提供している。

●グリーンなデータセンターの活用

電力使用量が肥大化しているデー

タセンターの省エネグリーン化に

は、ICT機器に加え空調機器消費電

力を削減する対策が不可欠だ。グリ

ーンなデータセンタの活用について

CTCでは、環境配慮として先駆的

な取組みを具現化した「目白坂デー

タセンター」の活用と、仮想化技術

等を駆使したホスティングサービス

「TechnoCUVIC」の２つの処方箋

を提供している。

「３つの切り口の処方箋について、

技術や製品の進化に合わせて、対応

するサービスや製品のラインナップ

の拡充を図っていきます」（田中部

長）と述べている。

CTCでは、グリーンby ITに関連

するサービス／ソリューションとし

て、改正省エネ法対応のクラウド型

サービス「ecoFORTE」や、東光電

気との協業による遠隔管理型のエネ

ルギーマネジメントシステム（EMS）、

商用車両向けクラウド型のテレマティ

クスサービス「MAMS（Mobile

Asset Management Service）」等の

提供に加え、クリーンな再生可能エ

ネルギーの分野での取組みも加速し

ている。

クリーンエネルギーの創出に関連

したサービスの一つとして、CTCが

独自に開発した局所気象予測のシミュ

レーション技術を用いて、クリーン

エネルギーとして注目を集める風力

発電や太陽光発電の発電候補地の選

定から需要予測までを支援するサー

ビスを提供している。

またCTCは、低炭素社会を実現

する次世代環境都市モデルの構築を

支援する「スマートシティプロジェ

クト」の一環で、伊藤忠商事など

15社が本年５月からつくば市で開始

する低炭素交通社会システムの共同

実証プロジェクトに、コアメンバー

として参画する。本プロジェクトは、

つくば市内のコンビニエンスストア

やガソリンスタンドに太陽光発電シ

ステムと電気自動車（EV）用の急

速充電設備などを蓄電池とともに設

置し、関連する情報をCTCのデータ

センターに集める。これにより、

EV、急速充電器、定置用蓄電池、

太陽光発電及びカーシェアリングを

連携させた低炭素交通社会システ

ムを実証する総合的な取組みとな

る（図２）。

さらにCTCは、国内外で大きな注

目を集めるスマートグリッド（次世

代送電網）に関し、新エネルギー・

産業技術総合開発機構（NEDO）

が米国と共同で進めるニューメキシ

コ州でのスマートグリッド実証事業

の事前調査委託先の１つに決定して

いる。
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